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1908（明治41）-2007（平成19）年　　本名：桜井ハマヱ

1931（昭和6）年-

長野県南佐久郡臼田町（現・長野県佐久市）に生まれる。郷里には東京から疎開してきた画家が多く居住していた。その存在に多大な刺激

を受け、中学生時代から画家を志すようになる。1951年東京教育大学（現・筑波大学）教育学部芸術学科へ入学。1958年三鷹市に転居。

在学中の1951年「第19回独立展」にて初入選。同展に継続的に出品を続け、1963年「第31回独立展」及び1966年「第34回独立展」にて独

立賞受賞。50年代後半は、赤、黄、茶を基調としモチーフに牛を用いた作品を多く描き、60年代半ばからは青や黒をベースとした静物画

を制作する。1975年からの渡欧経験を経て、人物と身近な日用品を登場させた作品や廃虚となった村の風景などを描くようになる。1979

年には奥谷博、中間冊夫など11名と十果会を結成。1987年から1年間渡米。現在に至るまで精力的な活動を続けている。1992-2001年武蔵

野美術大学教授を務める。独立美術協会会員。

     会場：三鷹市美術ギャラリー

     主催：三鷹市美術ギャラリー・（公財）三鷹市スポーツと文化財団

　桜井浜江　SAKURAI Hamae

山形県山形市宮町に生まれる。1925年山形県立山形高等女学校卒業後補習科（現・山形県立山形西高等学校）を修了し、1926年上京。川

端画学校洋画部や岡田三郎助の私塾に通い画家を志す。1928年から1930年協会洋画研究所で学び、里見勝蔵らに師事する。1931年「第1

回独立展」に入選し、その後も同展への出品を続ける。1939年三鷹市下連雀へ転居（戦中は山形へ疎開するが、戦後再び三鷹に居住）。

1947年雑賀文子、三岸節子らと女流画家協会を創立する。また同年に「第2回新興日本美術展」読売賞受賞。翌年、「第16回独立展」独立

賞受賞。1954年独立美術協会会員となる。2007年、死去。享年98歳。

　桜井寛　SAKURAI Hiroshi

後期：2022年7月16日(土) ～ 8月21日(日)


